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はじめに

われわれは、心身ともに健康で、生き生きとした子どもたちの暮らしづくりのために、子どもたちの生

活実態の全国調査を通して、子どもたちの抱える問題点を把握するとともに、各地の行政や保育・教育

団体に、子どもたちの抱える生活課題や問題の改善策を提示して、問題改善に向けた具体的な取り組み

を共同で計画・実践している。

本発表では、高知県吾川郡いの町の子どもの生活実態の把握から発展させてきた、子どもたちの健全

育成と健康づくりのための「スポーツフェスタ」企画に至るまでの経緯を報告し、子どもたちの健康福

祉上、今、必要とされている事柄を整理してみることとした。

方法

学力低下、体力低下が顕著となっている高知県の子どもたちの健康づくりのため、高知県全域の中か

ら、教育委員会より推薦をいただいた保育園や幼稚園、小学校、中学校、高等学校の幼児 2086名(保

育園児 1657名・幼稚園児 429名)、児童 1991名、生徒 2070(中学生 512名・高校生 1558名)の計 6147

名を対象に、生活実態調査を実施した。
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次いで、、高知県内でも、高知市に隣接し、地域的にも南の

市街地だけでなく、仁淀川の中流と下流域の東側に面した南

北に長い地域で、北は四国山地である山間地域をも有し、高

知県の中でも多様な地域から構成される地域として、いの町

を取り上げた。

そして、子どもたちの生活実態から見えてくる課題を分析

し、問題改善のための方策を、教育委員会と園や学校、地域

との連携で立ち上げた体力向上プロジェクトチームで模索・

検討した。その主な柱は、(1)高知県の幼児・児童・生徒の

生活実態把握と問題点の提示、(2)高知県吾川郡いの町の幼

児・児童・生徒の生活実態把握と問題点の提示、(3)いの町

体力向上プロジェクトの立ち上げといの町の取り組み、 (4)

いのつ子スポーツフェスタの企画の 4つであった。

結果

1 .高知県の幼児・児童・生徒の生活実態把握と問題点の提示(図 1~図 3 ，表1)
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表 1 子どもたちの朝のスタートの様子
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2. 高知県いの町の子どもの生活実態と問題点の提示(図 4)、および、いの町における取り組み

吾北中学校区の小学校で、は、家庭の理解と協力を得ながら、 「しっかり食べよう朝ご飯(味噌汁キャ

ンベーン)J I 9時にはテレビを消しましょう j の取り組みを進めてきた。中学校でも、各家庭に協力

してもらいながら、生徒自ら体温と睡眠・運動・食事のバランスについて調査や学習をし、一人ひとり

の健康な生活リズムづくりに取り組んで、きたが、取り組みを進める中で、子どもたちの人間関係づくり

の希薄さ、コミュニケーションをとる力の弱さがみられた。そこで、 「親子ふれあい体操」を、中学校

教育に取り入れる(代表:尾木文治郎教諭)ことで、幼児とのふれあいを通じて、命や家族の大切さ、

友だちゃ他人・自分自身をいたわり、大切にする気持ちが生まれはしないか。幼児から素直さや優しさ、

希望や夢をもらい、自分たちの健康的な生活リズムのあり方に気づいたり、考え直したりする機会にな

らないかと考え、 1・2年生が、地域の幼児約 40名と「ふれあい体操」を行った。

生徒の感想としては、 「初めは、ぎこちなかったけど、いっしょに体操をしている聞に、心が開けて

きて、授業が始まって 10分ほどすると 僕の膝の上に座ってくれるようになってうれしかったです。

その一瞬、親になった気がして少しうれしかったです。いっしょに体操をしていて、まこと君が笑って

くれると、僕までうれしくなってきました。そして、別れる時、少し寂しさを感じました。 J(2年男子)、

「最初、泣いてしまうんじゃないかなって不安だ、ったけど、みんなの笑顔で救われました。人とのふれ

あいは、心を和ましてくれる良いことだと改めて思いました。 J I短い時間の中、みんなとふれあって、

かわいい笑顔をみることができて、すごく嬉しかったです。 J ( 2年女子)等が寄せられた。

この様子をみた保育士や教員が、 「中学生の d情操教育にぴったり J I次世代の親となる子どもたちに

ぜひ経験してほししリ「思いやりやいたわりの気持ちが育ちそう」川、じめが少なくなるのではないかj

「子どもたちと地域がつながる」との感想もいただいた。

3 親子で楽しく!いのつ子スポーツフェスタの企画:いのつ子「食べて、動いて、よく寝ょう」キャラバン

主 催 いの町教育委員会 いのつ子生活リズム・体力向上プロジェクト推進委員会

後 援 いの町小中学校PTA連合会 いの町スポーツクラブ

日時平成21年11月15日(日)9 : 30""'" 1 5 : 5 0 

揚 所 いの町立伊野南小学校体育館

参加苅象 組児 (4・5・6歳〉とその保護者 1 00組

小学生とその保護者 1 00組

中学生・一般・指導者

まとめ
/' 

学期に 1回、幼児の活動時間に吾北地区の幼稚園・保育園の園児と中学生がいっしょに親子ふれあい

体操を行ってきた。幼児と中学生の心と身体のふれあいは、お互いの動きづくりや体力づくり、人間関

係づくり、地域づくりとなり、また、中学生が大人としての母性・父性を育てることができ、とてもよ

い機会となっている。子どもたちの中に、あそびのリーダーを育成することや、親子で参加するスポー

ツ行事を企画することで、家族のコミュニケーションづくりに役立った、けでなく、やがて地域における

子どもたち同士のより良い人間関係づくり、仲間づくりもでき、誰もが安全で、安心できる社会づくりに

寄与していける。現在、外で遊ぶ小学生が増えたり、高校生の中には、無欠席で、朝練から夕方まで、

授業中は寝ない生徒も出てきた。さらに、小学校2年生が「中学生に紙芝居を見せたいJという気持ち

が実践につながった。親子あそびに、中学生が自発的に参加するといううれしいニュースも出はじめた。

本研究は、平成 21年度科学研究費(基盤研究(A) 20240065 研究代表者前橋 明)の助成をいただい

て行われた。
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日本レジャー・レクリエーション学会第 39回学会大会
ポスター発表演題

回会場:850 1教室 ポスター会場オーブン時間 1 0:30 ~ 14:00 
質疑応答(発表者配置時間 11 : 10 ~ 12:00 

ライフスタイルに根ざしたコミュ二ケーションネッ

トワーク構築に向けた基礎研究

~GIS を用いた流山市民の生活行動分析~
O林 香織〔江戸川大学〕

ム土屋 薫〔江戸川大学〕

地域にあるものを活力、した遊びと学びの場づくり

~谷根干地域におけるワークショッブ開発とまちづ

くりを通して~

0石幡 愛〔東京大学大学院〕

動的tJ，あそびの基礎となる幼児の運動能力特性とそ

の個人差について

0渡遺真也((財)身体教育医学研究所〕

岡田真平((財)身体教育医学研究所〕

上岡洋晴〔東京農業大学地域環境科学部〕

柳沢登美〔東御市健康福祉部〕

塩崎和男〔東御市健康福祉部〕

岩田広子〔東御市健康福祉部〕

岩下由美〔東御市健康福祉部〕

レクリエ ション教育における授業効果

~宿泊研修後の意識変化を通して~

0茅野宏明〔武庫川女子大学〕

長岡雅美〔武庫川女子大学〕
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大正期か5昭和初期の阪急 阪神沿線における遊覧書

O田島栄文〔甲子園短期大学〕

レジャー・アセスメン卜における“コンストレイン卜

調整力"概念の有効性の検討

佐橋由美〔大阪樟蔭女子大学〕

「工ンテ、ユランス・スポーツの実践感覚に関する一考察」

~広島県西部のトライアスリー卜の事例かう~

0浜田雄介〔広島市立大学大学院〕

迫 俊道〔大阪商業大学〕
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「住育jが生み出す地域主体の連鎖による、ここちょい

環境(まち)づくり

0藤井康男〔側チームネット〕

ム甲斐徹郎〔側チームネット代表〕

人生の最期を豊かに過ごす余暇支援をめざして

~患者と家族と共に過ごす余暇生活への支援~
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四垂美保((医)社団慶成会青梅慶友病院〕

P-10 高齢者における主体的なレクリエーション活動のあり方

~パーン・ゴルフ愛好者の生活習慣調査及びグルー

プインタビューから~

0古泉一久〔淑徳大学〕

ム西田俊夫〔淑徳大学〕

ム横内靖典〔城西大学〕

P-ll キンポールの運動強度について

0大橋信行〔東京経営短期大学〕

佐久間康〔東京経営短期大学〕

浜野 学〔芝浦工業大学〕

黒川道子〔国際武道大学〕

劃 11 貞生〔明治学院大学〕

P-12 複数大学による野外実習に関する意識調査

~合同開催に向けて~

0佐久間康〔東京経営短期大学〕

ム大橋信行〔東京経菖短期大学〕

田代浩二 (NPO法人体験学習研究会)

内田英二〔大正大学〕

P-13 米軍占領下におけるレクリ工ーシヨンについて

0加藤幸真〔日本大学大学院〕

内藤真人〔日本大学大学院〕

津村 博〔日本大学〕

P-14 M社スポーツキャンブにおける児童・保護者-主催者

の意識調査

O内藤真人〔日本大学大学院〕

加藤幸真〔日本大学大学院〕

津村 博〔日本大学〕

P-15 日本厚生協会の機関誌「厚生の日本」にみる活動に

関する研究

O山本知美〔日本大学文理学部〕

ム加藤幸真〔日本大学大学院〕

ム津村 博〔日本大学〕

P-16大学生の環境意識に関する研究

0種石宗自〔日本大学文理学部〕

ム加藤幸真〔日本大学大学院〕

ム津村 博〔日本大学〕

0印I<J:、発表者

ム印は、非学会員発表による共同研究者の正会員
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